
■水平なパーティション (S=1:400)

1 人で大きく使う。

立ったまま使う。 2人で対面
して使う。

4人でコーナー
を使う。

「水平なパーティション」は、余白を残すことで、低密にも
高密にも、さまざまな人数のあつまりに対応する。大きくも、
小さくも、自分自身で発見的に居場所をつくることができ、
場所によって異なる使い方が喚起される。 

「水平なパーティション」は、ストライプ状に、ずらしながら
配置する。動線を確保しつつ、部分的にストライプが重なる
ように配置すると、隣り合う「水平なパーティション」同士
が関係を持ち、活動が多中心にひろがる。

「水平なパーティション」は、300、450、750、1100と、４種類の高さを混在させる。ちょっと使いたい人、長くその場に
いたい人など、滞在時間をより自由にするとともに、隣り合う水平面は、横断的に使うことができる。

子どもたちが座りやすく、ちょっと
したカバン置きにもなる。

FL+300

テーブルとして利用したり、
ハイスツール代わりとして
腰掛けてもよい。

FL+720

ハイスツールに腰掛けても、
立ったままでも、作業や飲食
ができるカウンター。

FL+1100

カバンやコーヒー、軽食を横に
おいて、広 と々腰掛ける。

FL+450

構成要素は、水平なパーティションとイスだけなので、レイアウト
変更が容易である。滞在人数や滞在時間が時間帯によって変化
することが予想されるので、使う人自身で、自由に動かせるよう、
イスは軽量で丈夫、かつ汎用性の高いものを選定する。

14/14 席

7/14 席

分節しながらつなげる「水平なパーティション」の提案。人数分の家具を用
意するのではなく、１人でも大人数でも使える大きな水平面を用意する。視
線が抜けるシンプルなワンルームでありながら、適度な距離感をもって、多
様な使い方・過ごし方を誘導する。

従来の
レイアウト

提案

水平なパーティション

ひとつながりの空間で、同時に、多数の出来事が起こることが想定されたので、ひととひとを分ける通常の「垂直なパーティション」ではなく、
分節しながら緩やかにつなぐ「水平なパーティション」を新たに考えた。４種類の高さを混在させ、全部で８台を配置した。
「水平なパーティション」とは、花見のレジャーシートのような、テーブルとしてもイスとしても使うことができる大きな水平面であり、
１人で使うことも、５人や１０人で集まって使うこともできる。
視線ではなく、距離によって分節する、水平なパーティションの集合は、実際にその場を使うひとによって発見的に使われる、多様で多中心なワンルームとなる。

水平なパーティションと低密なイスによる多様で多中心なワンルーム

■4種類の高さを混在させる : 打合、待合、情報発信に対応 ■各時間帯の状況にフレキシブルに対応

AM9:00 ごろ

PM12:30 ごろ

■余白を残すことで低密にも高密にも対応 ■ストライプ状に配置する

横断的に使う

一人で広 と々使う

サイネージを見る

コーナーにあつまる

車椅子が通行できる
幅を確保

くぼみで長居する


